第十一章●EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),至上神)の宇宙的形相

(一)　アルジュナ言う

「あらゆる神秘のなかで

最も神秘なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たましい),真我)の問題について

あなたは親切に教えて下さいましたので

私のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まよい),迷妄)は今や全く消え失せました

(二)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はちす),蓮)のような眼をもつ御方よ

万物の生成と消滅についても詳しく聞き

またあなたの御力と栄光が

永遠にして無限であることを知りました

(三)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(パラメーシュワラ),至上神)でありEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(プルショッタマ),大元霊)である御方よ

あなたは自ら語られた通りの御方です

願わくはあなたが宇宙現象のなかに人って

活動している普遍的EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すがた),形相)を見せて下さい

(四)

もし私にあなたの宇宙的形相を

見る資格があると思われたなら

なにとぞヨーガのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(イシュワラ),支配神)よ

あなたの宇宙相を私にお見せ下さい」

(五)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(バガヴァーン),至上神)こたえる

「プリターの息子よ　では見るがよい

何千何万という様々な性質と

形と　そして色とをもった

わたしの強大壮麗な姿を―

(六)

バラタ王の最も秀れた子孫よ　さあ見よ

アディティヤ
　ヴァス
　ルドラ
の種々相を

アシュヴィニーニ神の　四十八体のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(マルト),風神)等

多種多様な神々を　今まで誰も見なかった無数の驚異を
(七)

アルジュナよ　見たいものは何でもわが体の中に見よ

現在見たいもの　将来見たくなるもの

動くものも動かぬものも

渾然としてわが内に一体であることを見届けよ

(八)

しかし　君が持っている眼では

わたしの普遍相を見ることはできない

だからいま君に天眼をさずけてあげる

さあ　わたしの神秘壮厳な姿を見なさい」

(九)　サンジャヤ言う

王よ　プリターの息子にこう語って

ヨーガの大支配神
であるハリ
は

大宇宙の支配者であることを示す

驚異の姿を顕わしました

(一十)

アルジュナの見た至上神の普遍相は―

無数の口あり無数の眼に不思識な視覚あり

無数の光り輝く天の宝飾で荘厳され

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あまた),数多)の聖なる武器をふりかざして

(一一)

種々の妙なる天の花々を頭かざりとし

数々のきらめく天衣をまとって身に聖なる香油をぬり

何もかも驚異に満ち不可思議の極み

無辺際に光り輝いてあらゆる方角に顔をむけている

(一二)

数千の太陽が同時に空に昇った

その有様を想像してごらんなさい

その輝きこそ至上主の普遍相の

光輝光彩にたとえられましょうか
(一三)

その時　その場でアルジュナは見たのです

神々のなかの神　至上主の普遍相のなかに

無数の宇宙が展開して

千種万態の世界が活在しているのを―

(一四)

アルジュナは驚嘆のあまり有頂天になり

髪の毛は逆立ち

思わず頭をうやうやしく下げ

合掌して至上主を礼拝しました

(一五)　アルジュナ言う

「おお、わが神よ！　あなたの体内に

あらゆる神々と多種多様な生物が見えます

蓮華の上に坐すブラマーもシヴァ大神も

あらゆる聖賢が　そして聖なる蛇だちが―

(一六)

おお宇宙のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おんあるじ),御主)よ　あなたのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おすがた),普遍相)のなかに

無数の腕が　無数の腹が　無数の口や目があります

一切処に遍満して辺際なく

終わりも中間も始めも見えません

(一七)

真昼の太陽か燃えさかる大火EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えん),焔)のように

十方にひろがる光彩はあまりにもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まばゆ),眩)いが

それでも到る処に様々な宝冠　棒　円盤等で荘厳した

白光を放つあなたの御姿を見ています

(一八)

あなたは究極の真理なる大実在

宇宙の本源なるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おおみおや),大御親)
永遠の宗教の保護者なる大神

人類の記憶を超えた最古の御方だと私は確信する
(一九)

始め無く　中間無く　終り無く

無限の力と無数の腕を持ち太陽と月はあなたの両眼

口からは光り輝く火炎を吐き

あなたのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひかり),光輝)で全宇宙は燃え上がっている

(二十)

あなたはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひとり),唯一身)で　天と地の間の

一切の空間にあまねく充満している

その不可思議の極み　その恐るべきEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すがた),相)を見て

三界ことごとくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いくしんかん),畏懼震撼)している

(二一)

神々のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(むれ),集団)はすべてあなたの中に吸いこまれていく

恐れおののいて合掌し祈りを捧げる神々もある

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(マハーリシ),大聖者)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(シッダ),大覚者)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(むれ),群)は“EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すべてよし),善哉善哉)”と叫び

あなたを讃美し讃歌を合唱する

(二二)

ルドラ諸神　アディティヤ諸神　ヴァス諸神

サーディヤ諸神　ヴィシュヴェデーヴァたち

アシュヴィン二神　風神たちEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ガンダルヴァ),楽神)たち

ヤクシャ　アスラ　ジッダたちすべて　驚嘆してあなたを仰ぎ見る

(二三)

何という強大な御方か　数えきれぬ顔と

目と腕と股と足と腹と　そして恐ろしい歯と―

あなたの言語に絶する姿を見て

三界は私と同じようにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おそ),畏)れおののく

(二四)

一切処に遍満するヴィシュヌよ

様々な色のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まばゆ),眩)い光を空に放ち

無数の口を大きく開き眼は爛々と燃えさかる

あなたの姿を見て私の心は恐怖にゆれ動く
(二五)

神々の支配者たる至上主よ　全宇宙の保護者よ

何とぞ私を憐れんで慈悲を与えたまえ

激怒した死神のような御顔とすさまじい歯を見て

私は恐怖に身がすくみ　どうしていいかわからない

(二六)

ドリタラーシュトラの息子たち
も

彼らと同盟した諸国の王たちも

ビーシュマ　ドローナ　カルテもみな
…

ああ　そして味方の将軍　戦士たちもみな…

(二七)

あなたの恐ろしい口へとなだれ込んでいく

そして　そのすさまじい歯にかかって

頭をバラバラにかみくだかれ

押しつぶされて四散するのが見える

(二八)

地上に流れるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あまた),数多)の河川が

ことごとく大海に呑みこまれるように

王も英雄も戦士たちもすべて

あなたの火焔の口にとびこんでいく

(二九)

燃えさかる炎のなかに

蛾の群がとびこんでいくように

人々は全速力をあげて

あなたの口の中に走りこんでいく

(三十)

おおヴィシュヌよ　八方から来る人々を

あなたはすべてむさぼり食っている

焦げるほどの光輝で全宇宙を覆う
恐るべき姿をあなたはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あら),顕)わされた―

(三一)

神々のなかの神よ　何と恐ろしい御姿か！

あなたは誰なのですか？　何とぞ私に慈悲をたれ給え

万有の始祖なる至上主よ　私はあなたについて知りたい

あなたのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おこころ),御意志)が私にはわからないのです」

(三二)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ガバヴァーン),至上者)こたえる

「わたしは“時”である

もろもろの世界の大破壊者である

わたしは人々を滅ぼすために此処に来たのだ

お前ら兄弟を除いて両軍の将兵は全て殺される

(三三)

故に立ち上がれ　戦って栄誉を勝ちとれ

敵を征服して王国の繁栄を楽しむがよい

わたしは既に彼らの死を決定したのだ

弓の名手よ　ただ“戦う道具”となれ

(三四)

ドローナ　ビーシュマ　ジャヤドラタ　カルナはじめ

他の豪傑たちの命は既にわたしが奪った

故に彼らを殺しても決して悩むことはない

ただ戦え　お前は勝って敵は滅びるのだ」

(三五)　サンジャヤ言う

王よ　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(バガヴァーン),至上主)のこの言葉を聞いて

アルジュナは震えながら何度も礼拝し

畏怖のため口ごもりながら

次のようにクリシュナヘ言上しました

(三六)　アルジュナ言う

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(フリシーケーシャ),感覚の支配者)
よ　あなたの御名を聞いて

全世界は歓喜し　生類はすべてあなたを愛慕する

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ラクシャ),魔族)は恐れて八方に逃げ散り
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(シッダサーンガ),完成者)たちはあなたを讃美し礼拝する

(三七)

ブラマー
より偉大な　万有の始祖であるあなたを

彼らが礼拝し讃美するのは当然のこと

あなたは無限者　神々の支配者　全宇宙の安息所

不滅の太源　全ての原因の大原因

有無を超越した御方

(三八)

あなたは最初の人格神、最古老の大祖

全世界の安息所　そして全てを知り　また

知り得るもの全てである究極の目的

あなたの変化無限の相で全宇宙は満ちみちている

(三九)

あなたは風神であり死神ヤーマです

そして火神アグニ　水神ヴァルナ　月神シャシャンカ

そしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(プラジャーパティ),最初の生物)　そしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ブラビターマハ),大老祖)
私は幾千度も讃嘆し礼拝する　南無　南無　南無！

(四十)

あなたを前から礼拝し　後ろから礼拝し

横からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なな),斜)めから十方から礼拝したてまつる

ああ無限の力　無限のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちから),権能)をもつ御方よ

あなたは一切処に遍満し　全てはあなたです

(四一)

あなたの無限絶大なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちから),権能)も知らず

愚かにもただ親愛なる友人と思いこんで

クリシュナ　ヤーダヴァ　友よ　などと呼んでいた―

愛するあまりの私の数々の非礼を許して下さい

(四二)

くつろいだ時はあなたに冗談を言ったり

同じ寝床にねころんだり一緒に座ったり食べたり
二人だけの時も多勢のいる前でも　幾たびも不敬なことをした

大いなる御方よ　どうぞ私のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あやま),誤)ちをお許し下さい

(四三)

あなたは全宇宙の万生万有のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おん),御)父

すべてのものが拝み従う無上の導師

あなたと同等な者は無く同座できる者も無い

測り知れぬ力をもつ御方よ　あなたにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まさ),勝)る者は三界に皆無です

(四四)

あなたは全生物に礼拝される御方

私は五体投地して礼拝し慈悲を乞う

父が息子の生意気をゆるし　友が友の非礼をゆるし

妻が夫の浮気をゆるすように私の誤ちをゆるして下さい

(四五)

未だかつて見たことのない御EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かほ),相)に接し

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よろこび),歓喜)と同時に私の心は怖れおののく

神々の支配者よ　全宇宙の保護者よ

何とぞ御恵をもって　もう一つの御神姿をお見せ下さい

(四六)

宇宙普遍相において千の手をもつ御EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あるじ),主)よ

何とぞ四つの腕の御姿
を見せて下さい

宝冠をかぶってそれぞれの腕に

棒と車輪とほら貝と蓮華をもつ御姿―」

(四七)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(バガヴァーン),至上者)かたる

「アルジュナよ　わが神力により

この普遍相を君に見せたことを喜んでいる

光り輝く無方辺の相　元始根源の姿を

いままで誰一人として見た者はいない

(四八)

アルジュナよ　君よりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まえ),以前)に

わたしの宇宙普遍相を見た者はない
ヴェーダの学習や　どのような供犠　慈善　苦行によっても

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(このよ),物質界)でこのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すがた),形相)のわたしを見ることはできない

(四九)

わたしのすさまじいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すがた),形相)を見て

君は怖れうろたえたが

さあ　もう安心するがよい―そして

君の望み通りの姿を見なさい」

(五十)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(バガヴァーン),至上者)クリシュナはアルジュナにこう言って

四本腕の姿を示した後

もとの二本腕の姿にもどって

怖れおののいているアルジュナを慰めました

(五一)

もとの姿になったクリシュナを見てアルジュナは

「クリシュナよ

人間の姿になったまたとなく美しいあなたを見て

私の気持は落ちつきました」と申しました

(五二)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(バガヴァーン),至上者)かたる

「愛するアルジュナよ

いま君が見ているわたしの姿を

見ることは　まことに難しいのだよ

神々でさえこの姿を見たいと常に憧れている

(五三)

いま君が見ているわたしの姿は

ただヴェーダを学んだだけでは見えない

厳しい苦行や慈善　供犠を重ねても見えない

そうした手段ではわたしの真実の姿は見えないのだ

(五四)

アルジュナよ

わたしを信じ愛慕することによってのみ
いま君の前に立っている真実の姿を見得るのだ

わたしの神秘に参入できるのは

この方法をおいて他に無いのだ

(五五)

アルジュナよ　利得の業を離れ　空理空論を捨て

わたしを愛慕し　わたしのために働き

わたしを至上目的とし　一切生類に思いやりをもつ者は

必ず 疑いなくわたしのもとに来るのだ」

� 十二神


� 八神


� 十一面相


� ヨーゲーシュワラ


� ハリ＝クリシュナのこと ヴィシュヌ神の別名


� ヴィシュヌ神＝クリシュナ


� パンドゥ兄弟に敵対している王子たち


� 敵方の将軍たち


� アルジュナが尊敬している敵方の将軍たち


� クリシュナの別名


� 創造神


� ナーラーヤナとしての姿





